Commentary by 真鍋 俊照
Commentary
著者 MANABE  Shunsho






















入 りをしてそこに入 り込 もうとしている、さまざまな外国文化への理解と融
合、そういうところにも逆説的にさまざまな異質な問題が横たわっていると
いうことが、これを通 して理解できるのではないかと思います。





の密教美術 という意味です。 しか し、日本美術史の中では、日本美術史が主
流になっていた少なくとも昭和30年 代 ぐらい、そのころにはかなり特殊な
美術研究の対象 というように位置付けられていました。 もちろん、 日本では
大村西崖先生あたりが 「曼荼羅」 というのを、初めて密教美術のジャンルの
























































「白毫」があった り、喉の ところに 「三道」があった り。つ まり、お釈迦さ




































式を行っている。まさに 「大 日如来」イコール 「仏身」 となるのですが、そ
れは 「仏陀」の体なのです。そ して、「大 日如来」になった身体 なのです。
こういうものを空間に生み出してゆくのです。一つ脇太鼓 というのを叩いて、
念を押すようにして 「みんな、私の言 うとおり付いてきなさい」 ということ
で、導師が三十二相を唱えるということなのです。この導師をしていたのは
天台声明の片岡義道さんで、もう亡くなられたのですけれども、鎌倉時代の
曲譜をかなり苦心してメロディーを再現 していただいた。これも金沢文庫に
置いてあ ります。
たまたま入念なペーパーを送っていただいたので、それを読んでいて、「問
答講」の背景にある三十二相の存在 というものが、特にこの愛染明王を軸に
して、その愛染明王にかかわるものがお舎利であるつながりを考えてみた次
第です。今までにない発表だったと拝聴いたしました。ありがとうございま
した。
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